
「研究助成金の使用について」 
 
当財団の研究助成金の交付にあたり、財団助成金交付規定に基づく以下の事項をお守りいた

だきますとともに、本研究助成事業の意義を十分ご理解いただき、所期の研究成果を挙げられま

すよう祈念いたします。助成金を受け取られる際、施設によっては委任経理の手続きが必要となる

場合がありますので、必ず所属施設にてご確認、ご処理下さい。 
なお、助成金は、今回ご応募の研究課題に対しての使用に限定いたします。したがいまして、

全額当該研究そのものにお使いいただくことを条件といたしますので、その点くれぐれもご留意下

さい。 
 
１ 収支の報告について ＊監査がある場合もお考えいただき、きちんと収支が分るようにご報告下さい。 

① 助成金の収支に関する書類を整理保管して下さい。 
② ２０２７年４月末日までに、収支計算報告書（様式自由）と、領収書（ﾚｼｰﾄ可）をわかりやす

く整理したものをご提出下さい。 
③ 委任経理の場合は、書類のコピーでも可といたします。 

 
２ 研究題目の変更または研究等の中止について 
 助成金の交付の対象となっている研究題目に関し重要な変更をしようとするとき、または研究

を中止しようとするときは、事前に代表理事にその承諾を得て下さい。 
 
３ 研究等の報告について 

① 研究結果その他助成金による成果は、２０２７年５月中旬位までにデータ（Ａ４サイズ用紙５

枚以内程度の内容）をお送りいただき、ホームページに掲載します。詳細は後日別途ご

連絡いたします。 
② 当財団は、前項の研究成果を記載した書面の全部または一部を当財団の刊行物その他

の適当な方法により発表することが出来るものとします。予め御了承下さい。 
 
４ 研究の発表等について 

① 研究結果を発表するときは、当財団から助成金の交付を受けて研究したものであることを

必ず明示して下さい。（財団英文表記：Nakayama Foundation for Human Science） 
②  研究結果を刊行物に掲載した場合は、実物を添えて代表理事にご報告下さい。 

 
５ 助成金交付の取り消しまたは助成金の返還要求について 

次の場合は助成金交付決定を取り消し、助成金をお返しいただくことがあります。 
① 助成金の交付による研究を中止する場合 
② 上記記載のことが守られないなど、助成金交付規定に違反のあった場合 
③ 応募に関して虚偽の記載があった場合 
④ その他当財団が取り消し妥当と判断した場合 

 
６ 収支計算報告書等を当財団に提出する際は、下記宛にご郵送下さい。 
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